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熊本県と宮城県東松島市の「絆」　
これまでの支援と被災地の現状
　2011（平成 23）年３月 11日、テレビに映し出される地震と津波の映像は、私たちに大きな衝
撃を与えました。この未曾有の大災害に対し、熊本県と県内の市町村では、被災地である宮城県東
松島市へ支援を続けています。あれから３年。東松島市の復興は今どうなっているのでしょうか。
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▲船やがれきは取り除かれたが、津波危険地域のため原野の
ままになっている（2013年 11月）

▲津波により、船が港から住宅地を抜け運河まで流された
　（2011年３月）



7 Public Information

　高森に住む元気ある若い男性諸君、あなたの勇気で“ふるさと高森”を守ってく
れませんか？

　高森に住む元気のある女性のみなさん、あなたの真心で“ふるさと高森”を守って
くれませんか？

　いざというとき、近所のおじいさんおばあさんの手助けをしてくれませんか？

　２０１１年の東北大震災や２０１２年の九州北部豪雨災害での被災により、田舎に
おける“消防団”の大事さや力強さを改めて感じました。地域の守る要です。
　みなさんの真心をお待ちしております。

■お問い合わせ先　高森町消防団（事務局：総務課）℡（62）1111（内線 114）

消防団員募集！

東松島市について
　宮城県中部に位置し、石巻市などに境を

接する。日本三景の一つ「松島」と面し、

宮戸島にある山「大高森」の山頂からは松

島を一望できる。

　東日本大震災では沿岸部が大津波に襲

われ、死者・行方不明者は１１００人を超え、

市内全住宅の３分の２を超える約１万1千

棟が全半壊した。

▼東松島市の災害公営住宅は、来月には約 250戸が完成し、順次入
居を開始する。2015（平成 27）年度までに戸建て・集合住宅を
約１千戸整備・入居予定。

復興への思いを心の中に
　今回紹介した東松島市に限らず、災害は思わぬ形で私
たちにふりかかります。2012年の九州北部豪雨災害や本
年２月の大雪が記憶に新しいでしょう。
　災害直後は関心も高く数多くの支援も行われますが、
時間がたつにつれ関心が薄れつつあります。
　復興支援の一番の妨げは、この「被災地のことを忘れる」
ことではないでしょうか。今も復興に奮闘する人たちのこ
とを想い、日々の生活を送りたいものです。

（記事中の写真提供・東松島市）
▲大高森から松島を望む


